
  
 氏  名  勝村（松本） 文子 

（論 文 内 容の 要 旨 ）  
本論 文 は 、芸 術 を 用い た 地 域づ く り に関 し て 、そ の 効 果と 可 能 性に つ いて事

例研 究 を 通じ て 考 究し た も ので あ る 。芸 術 を 用い た 地 域づ く り は 、近 年 、事例

数の 増 加 や社 会 か らの 注 目 にも 拘 わ らず 、評 価が 難 し いと い う 点か ら 事 業継続

の 根 拠 と な る 効 果 に つ い て 科 学 的 な 検 証 が 行 わ れ て い な い 。 そ こ で 本 論 文 で

は、 住 民 を対 象 と した 質 的 調査 と 量 的な 統 計 分析 を 組 み合 わ せ るこ と により、

芸 術 を 用 い た 地 域 づ く り の 効 果 と そ の 要 因 に つ い て 様 々 な 角 度 か ら 明 ら か に

する こ と を目 的 と して い る 。本 論文 の章 構 成 およ び そ の概 要 は 以下 の 通 りであ

る。  
第 1 章で は、本 論 文で 取 り 扱う 課 題 につ い て 整理 し 、論文 の 構 成に つ い て概

要を 述 べ てい る 。  
第 2 章で は、ア ー トプ ロ ジ ェク ト が 生ま れ る に至 っ た 歴史 的 、社会 的 背 景に

つい て 説 明し 、そ こに 存 在 する 評 価 の難 し さ の問 題 や 文化 経 済 学分 野 で の先行

研究 の 利 用に つ い て考 察 し てい る。そし て、日本 国 内 のア ー ト プロ ジ ェ クトの

形成 背 景 が海 外 の アー ツ フ ェス テ ィ バル 事 例 とは 異 な るこ と や 、規 模の 小ささ

やプ ロ ジ ェク ト と して 継 続 する 事 例 の少 な さ とい っ た 理由 か ら 、十 分な 検討が

行わ れ て いな い こ とを 論 じ た。また 、芸 術分 野の 先 行 研究 で は 調査 対 象 者を鑑

賞者 に 限 定し て お り、住民 を対 象 と した 調 査 とい う 視 点が 新 し い試 み で あるこ

とを 示 し てい る 。  
第 3 章 で は、 本 論 文で 事 例 とし た 「 大地 の 芸 術祭  妻 有 トリ エ ン ナー レ」に

つい て 紹 介し 、芸 術を 用 い た地 域 づ くり 事 例 とし て の 規模 の 大 きさ や 継 続性に

加え 、過 疎・高齢 化問 題 を 抱え る 農 村社 会 に 対す る ア プロ ー チ とし て の 先進性

を評 価 し 、日 本国 内の 芸 術 を用 い た 地域 づ く りの 代 表 事例 と し て分 析 す るに適

当で あ る こと を 説 明し て い る。  
第 4 章 で は 、 心 理 学 や 社 会 学 の 分 野 で 用 い ら れ る 質 的 調 査 法 を 利 用 し て 、

2000 年 に 開催 さ れ た第 1 回 の芸 術 祭 の作 品 制 作に 関 わ った 集 落 の区 長 に 対す

るイ ン タ ビュ ー 結 果を 分 析 し、アー トプ ロ ジ ェク ト 参 画に よ る 達成 感 や 満足感

の生 成 な ど、共通 の項 目 と して 認 知 的ソ ー シ ャル キ ャ ピタ ル に 関わ る 項 目がそ

れぞ れ の 集落 で 形 成さ れ て いる と の 仮説 を 引 き出 し て いる 。  
第 5 章 で は、 前 章 で得 ら れ た仮 説 を 2000 年 、 2003 年 、 2006 年 に 開催 さ れ

た 3 回 の 芸 術 祭 に お い て 作 品 制 作 に 関 わ っ た 全 集 落 に 拡 大 し た 場 合 の 適 合 性

につ い て 検討 し、さら に 地 域全 体 と して の 芸 術祭 に 対 する 評 価 の傾 向 を 把握す

るた め に 、関 係集 落住 民 へ の悉 皆 ア ンケ ー ト 調査 を 実 施し て 芸 術祭 の 効 果とそ

れ に 関 わ る 要 因 を 分 析 し て い る 。 そ の 結 果 、 運 営 の 仕 方 に よ り 、「 個 人 的 な 知

り合 い」、「 地域 的 な好 ま し い変 化」、「 全般 的 な面 白 さ・印象 変 化 」が 生 み出さ

れ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ま た 、「 住 民 へ の 説 明 」 や 「 住 民 個 人 ・ 地 域 に

よる 協 力 」が「作 品へ の 好 感 」を も たら し 、地域 づ く りへ と 結 びつ く こ とを示

して い る 。  
第 6 章で は、先に 得ら れ た「住 民へ の説 明」や「 住民 によ る 協 力」とい った

作品 制 作 に関 わ る 要因 が、その 他 の 変数 に よ る影 響 を 調整 し た 場合 に も 評価に



影響 す る 要因 と な るか ど う かを 検 討 する た め に、多変 量回 帰 分 析を 行 っ て他の

重要 な 要 因を 抽 出 した 。モ デ ルと し て 適合 度 が 高か っ た 目的 変 数 は 、個 人の「知

り 合 い の 獲 得 」、「 芸 術 祭 を 面 白 い と 思 う 程 度 」、「 地 域 に お け る 好 ま し い 変 化 」

「作 品 設 置を き っ かけ と し た事 業 全 体の 印 象 の変 化」であ っ た 。こ れら の評価

に 関 す る 変 数 に 対 し て 、「 個 人 的 な 協 力 」 や 「 作 品 へ の 好 感 」、「 地 域 内 で の 信

頼」とい った 共 通 の説 明 変 数の 項 目 が重 要 な 影響 を 与 えて い る こと を 示 すとと

もに 、「作 品へ の 好 感 」に 加 え、「 アー ティ ス ト によ る 住 民勧 誘 」とい う 芸 術祭

なら で は の特 徴 的 な要 因 が 重要 と な って い る 構図 を 明 らか に し てい る 。一方、

行 政 担 当 者 の 住 民 へ の 働 き か け 等 、 行 政 の 役 割 に 関 し て は 、「 芸 術 祭 自 体 の 面

白さ 」に 否定 的 に 作用 す る 以外 の 効 果は み ら れず 、ア ーテ ィ ス トや ボ ラ ンティ

アを 中 心 とし た 運 営が 、個 人の 生 活 およ び 地 域社 会 の 双方 の レ ベル で 肯 定的な

変化 を も たら す イ ンセ ン テ ィブ と な るこ と を 示し て い る。  
第 7 章で は、 本 論 文で 得 ら れた 成 果 をと り ま とめ て 結 論と し 、 今後 の課題

およ び 研 究展 望 に つい て 述 べて い る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



氏  名  勝村（松本） 文子 

（論 文 審 査の 結 果 の要 旨 ）  
近年 、ア ート プ ロ ジェ ク ト やア ー ツ フェ ス テ ィバ ル 等 の芸 術 活 動が 広 く展開

され て き てい る。こう し た 芸術 活 動 は、なん らか の 形 で当 該 地 域に イ ン パクト

をも た ら し、地 域 の活 性 化 に役 立 っ てい る こ とが 少 な くな い 。しか し 、わが国

にお い て は事 例 の 少な さ や 歴史 の 浅 さか ら、この よ う な芸 術 活 動が 地 域 づくり

に果 た す 役割 に つ いて 科 学 的に 検 討 した 事 例 は少 な く 、と くに 高齢 化 が 進み持

続 的 な 地 域 発 展 が 危 ぶ ま れ て い る わ が 国 の 農 村 地 域 に お け る 芸 術 活 動 の 意 義

につ い て は興 味 あ る重 要 な 研究 課 題 とし て 残 され て き た。  
本論 文 は 、新 潟 県 妻有 地 域 とい う 高 齢化 が 進 行す る わ が国 の 典 型的 な 中山間

農村 地 域 にお い て 、 2000 年 、 2003 年 、 2006 年 とこ れ ま で 3 回 に わた っ て開

催 さ れ た ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト 「 大 地 の 芸 術 祭  妻 有 ト リ エ ン ナ ー レ 」 が 、 同 地

域の 活 性 化あ る い は地 域 づ くり に 対 して ど の よう な 効 果が あ っ たか に ついて、

現地 で の 参与 観 察 、イ ンタ ビュ ー 調 査お よ び アン ケ ー ト調 査 を 踏ま え て 実証的

かつ 科 学 的に 考 究 した も の で、 得 ら れた 主 な 研究 成 果 は以 下 の 通り で あ る。  
第一 に 、芸術 活 動 がも た ら す地 域 づ くり へ の 効果 を 評 価す る 先 駆的 研 究を行

い 、 ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト 「 大 地 の 芸 術 祭  妻 有 ト リ エ ン ナ ー レ 」 に お い て 作 品

制 作 活 動 が 個 々 の 住 民 生 活 や 地 域 全 体 へ 様 々 な 形 で 影 響 を 及 ぼ し て い く メ カ

ニズ ム を 明ら か に した 。  
第二 に 、農村 地 域 にお け る 芸術 活 動 の展 開 に よる ソ ー シャ ル キ ャピ タ ルの形

成と い う 視点 か ら、2000 年に 開催 さ れ た「 大地 の 芸術 祭  妻 有ト リ エ ンナ ー レ」

に参 画 し た一 部 集 落の 区 長 に対 す る イン タ ビ ュー 結 果 を質 的 調 査法（グ ラウン

デッ ド セ オリ ー）によ り 分 析し 、芸 術を 用 い た地 域 づ くり が 認 知的 ソ ー シャル

キャ ピ タ ルを 形 成 ない し 醸 成す る と いう 仮 説 を提 示 し た。これ は、非物 的プロ

ジェ ク ト の成 果 と して 生 活 の質（ QOL）や 福祉 との 関 連 を提 示 す る示 唆 に 富む

結果 で あ る。  
第三 に 、上記 仮 説 を検 証 し 、芸 術 祭 に対 す る 地域 全 体 の評 価 を 推し 量 るため

に、3 回 にわ た っ て開 催 さ れた 芸 術 祭に お い て作 品 制 作に 関 わ った 全 集 落の住

民 に 対 す る 悉 皆 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し 、 統 計 学 的 分 析 に よ り 、「 住 民 へ の 説

明」と「 住民 の 参 加・協力 」が、地 域づ く り の重 要 な 要素 で あ る「 個人 の生活

や考 え 方 の変 化 」や「地 域 コミ ュ ニ ティ の 肯 定的 変 化 」に繋 が るこ と を 明らか

にし た 。  
第四 に 、芸術 を 用 いた 地 域 づく り に 住民 が 社 会的 価 値 を認 め て いる か 、また

地域 づ く りに 芸 術 を用 い る こと の 利 点は な に かを 明 確 にす る た めに 、上 記アン

ケー ト 調 査結 果 に 対し て 多 変量 回 帰 分析 を 行 い、前者 に関 し て は個 人 や 地域の

協力 に よ って そ の 社会 的 価 値が 認 識 され る こ と、後者 に関 し て は作 品 や アーテ

ィス ト 、 ボラ ン テ ィア が 重 要な 要 因 であ る こ とを 明 ら かに し た 。  
第五 に、「 大地 の 芸 術祭  妻 有 トリ エ ン ナー レ 」とい う 芸 術活 動 が 、個人 や地

域に 様 々 な変 化 を もた ら し 、新 たな 地域 文 化 創造 の プ ロセ ス と して も 位 置づけ

る と が でき 、 新 しい 地 域 づく り の 方法 論 で ある こ と を提 示 し た。  こ
 
以上 の よ うに 、 本 論文 は 、 アー ト プ ロジ ェ ク トに よ る 地域 づ く りに つ いて、

現地 調 査 を踏 ま え て実 証 的 かつ 科 学 的に 論 じ たも の で あり 、農 村計 画 学 、文化

経済 学 、 また 地 球 環境 学 に 寄与 す る とこ ろ が 少な く な い。  
よっ て 、本論 文 は 博士（ 地 球環 境 学 ）の学 位 論文 と し て価 値 あ るも の と 認め

る。 ま た 、平 成 20 年 8 月 1 日、 論 文 内容 と そ れに 関 連 した 事 項 につ い て 試問

を行 っ た 結果 、 合 格と 認 め た。  

 


